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に
つ
い
て
は
、マ
ス
コ
ミ
は
殆

ど
報
道
し
て
い
な
い
。
よ
う

は
、小
沢
一
郎
の
資
金
管
理
団

体
が
購
入
し
た
土
地
の
代
金

４
億
円
の
疑
惑
だ
。
し
か
し
、

そ
れ
は
収
支
報
告
書
へ
の
記

載
が
数
ヶ
月
遅
れ
た
と
い
う

も
の
で
、大
騒
ぎ
す
る
内
容
で 

   

は
な
い
。そ
う
で
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
憶
測
を
振
り
ま
き
、

や
ま
し
い
金
に
違
い
な
い
と

マ
ス
コ
ミ
を
上
げ
て
小
沢
叩

き
に
狂
騒
し
て
い
る
。 

菅
政
権
は
財
界
、マ
ス
コ
ミ

を
味
方
に
つ
け
て
、
支
持
率

20
％
に
低
落
し
た
不
人
気
を 

本
当
に
お
か
し
な
も
の
だ
っ

た
。せ
っ
か
く
の
政
権
交
代
が

台
無
し
に
終
わ
っ
た
。鳩
山
政

権
か
ら
菅
政
権
に
変
わ
っ
た

が
益
々
お
か
し
く
な
っ
た
。 

景
気
は
い
っ
こ
う
に
良
く

な
ら
な
い
し
、雇
用
状
況
は
改

善
し
な
い
。国
会
も
マ
ス
コ
ミ

も
小
沢
叩
き
で
明
け
暮
れ
て
、

行
き
詰
っ
た
政
治
を
ど
う
す

る
か
の
問
題
は
放
り
出
さ
れ

て
「
政
治
と
カ
ネ
」
が
最
大
の

課
題
で
あ
る
か
の
よ
う
だ
。 

し
か
も
、
小
沢
氏
に
絡
む

「
政
治
と
カ
ネ
」の
問
題
が
具

体
的
に
は
ど
う
い
う
こ
と
か

A 

昨
年
１
年

間
の
日
本
の

政
治
状
況
は

任
期
満
了
で
小
池
市
長
退
任
に
よ
る
三
島
市
長
選
は
、
12
月
12

日
投
票
が
行
わ
れ
、
前
県
議
で
無
所
属
の
豊
岡
武
士
氏
（
67
）
が
、

と
も
に
無
所
属
新
人
の
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
遠
藤
行
洋
氏
（
48
）

と
建
設
会
社
社
長
前
田
磨
氏（
49
）
を
抑
え
、
初
当
選
を
果
た
し
た
。 

豊
岡
新
市
長
の
誕
生
で
、
今
後
三
島
市
政
は
ど
う
変
わ
る
の
か
？ 

「
小
沢
叩
き
」を
政
争
の
具
に

し
て
、政
権
浮
揚
を
試
み
よ
う

と
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。 

 

こ
れ
ま
で
菅
政
権
の
進
め

た
政
策
を
見
る
と
、か
つ
て
の

自
民
党
政
治
と
見
間
違
う
ほ

ど
に
な
っ
て
き
た
。財
界
と
気

脈
を
通
じ
、消
費
税
増
税
を
画 

   

策
し
、大
企
業
減
税
を
断
行
し

て
、益
々
新
自
由
主
義
的
経
済

政
策
に
踏
み
込
ん
で
い
る
。 

ま
た
、米
国
の
世
界
戦
略
に

従
属
し
「
日
米
同
盟
の
深
化
」

を
推
し
進
め
、新
防
衛
大
綱
で

は
、今
ま
で
に
な
か
っ
た
機
動

性
・
即
応
性
を
重
視
し
た
「
動 

 

 

    

る
。 

 

り
」
に
つ
い
て
も
元
大
阪
高
裁

判
事
の
生
田
暉
雄
弁
護
士
が
告

発
し
て
い
る
。 

▼
生
田
弁
護
士
は
22
年
に
わ

た
る
長
い
裁
判
官
と
し
て
の
経

験
の
中
で
、
司
法
制
度
の
内
側

か
ら
「
最
高
裁
の
裏
金
づ
く
り
」

の
具
体
的
な
手
口
を
、
07
年
８

月
『
裁
判
が
日
本
を
変
え
る
！
』

（
日
本
評
論
社
）
を
著
し
、
そ

の
中
で
、
裏
金
つ
く
り
の
カ
ラ

ク
リ
を
暴
露
し
て
い
る
。 

▼
裁
判
官
判
事
の
給
料
は
定
期

的
に
ア
ッ
プ
し
て
い
き
、
任
官

20
年
目
ぐ
ら
い
ま
で
の
間
に
、

ほ
と
ん
ど
の
判
事
が
「
４
号
」

に
ま
で
昇
格
す
る
。
そ
の
後
、

そ
れ
以
上
に
昇
格
す
る
判
事
と

据
え
置
か
れ
る
者
に
二
分
さ

れ
、
出
世
す
る
の
は
一
部
の
ヒ

ラ
メ
判
事
だ
け
だ
。 

▼
と
こ
ろ
が
、
予
算
措
置
上
の

手
続
き
で
４
号
の
給
料
を
３
号

と
偽
っ
て
請
求
し
、
差
額
を
ピ

ン
は
ね
し
て
プ
ー
ル
す
る
と
い

う
も
の
。
裁
判
官
の
「
給
料
格

差
」
は
凄
い
も
の
が
あ
り
、
同

時
期
に
任
官
し
た
人
間
で
も
、

「
４
号
」
の
ま
ま
の
者
と
、「
３

号
以
上
」
の
出
世
組
と
で
は
、

生
涯
年
収
で
１
億
円
も
の
差
が

つ
く
こ
と
に
な
り
、
プ
ー
ル
金

も
莫
大
に
な
る
と
い
う
。 

▼
裁
判
所
に
も
、
検
察
庁
の
調

査
活
動
費
の
ピ
ン
は
ね
と
同
じ

「
組
織
的
な
裏
金
」
が
存
在
す

る
。
検
察
も
裁
判
所
も
裏
で
つ

な
が
り
、
国
民
か
ら
騙
し
取
っ

た
裏
金
で
甘
い
蜜
を
吸
い
続
け

て
い
る
。
有
罪
率
99
％
も
う
な

ず
け
る
。
人
を
裁
く
立
場
の
最
高

裁
の
ト
ッ
プ
の
人
間
が
こ
う
や

っ
て
平
気
で
法
を
犯
し
て
る
。
こ

れ
で
は
公
正
・
正
義
の
裁
判
は
出

来
る
は
ず
も
な
い
。 

 

▼
「
検
察
の
裏
金
つ
く

り
」
を
暴
露
し
た
三
井

環
元
大
阪
高
検
検
事
が

「
口
封
じ
逮
捕
」
さ
れ

た
事
件
が
あ
っ
た
が
、

「
最
高
裁
の
裏
金
づ
く

的
防
衛
力
」を
構
築
す
る
戦
略

に
切
り
替
え
た
。 

 

昨
年
ま
で
あ
れ
ほ
ど
政
治

主
導
を
叫
ん
で
い
た
の
に
何

時
の
間
に
か
官
僚
支
配
に
屈

服
し
た
。
ま
た
、
何
の
為
の
事

業
仕
分
け
だ
っ
た
の
か
、早
々

と
埋
蔵
金
の
発
掘
は
封
印
し

て
し
ま
い
、意
図
的
な
財
源
不

足
を
招
き
、菅
氏
は
再
び
消
費

税
増
税
を
口
に
し
始
め
た
。 

 

深
刻
な
経
済
危
機
に
対
し

て
「
一
に
も
二
に
も
、
雇
用
・

雇
用
・
雇
用
」
と
叫
ぶ
だ
け
で

何
の
具
体
策
も
示
さ
な
い
。挙

句
の
果
て
に
自
民
党
さ
え
口

に
し
な
か
っ
た
武
器
輸
出
三

原
則
の
見
直
し
ま
で
言
い
出

し
た
。こ
こ
ま
で
来
れ
ば
最
早 
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混
迷
す
る
政
治
状
況
と
政
界
再
編 

国
民
の
切
望
す
る
政
治
を
切
り
開
け
る
か
！ 
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ちゃわんや 
新・古美術 

炉端庵青木武士 
TEL:055-972-4213 
携帯：080-6960-5200 

国
民
へ
の
裏
切
り
と
し
か
言

い
よ
う
が
な
い
。 

民
主
党
は
菅
・
仙
石
・
前
原

等
の
新
自
由
主
義
路
線
と
、小

沢
支
持
グ
ル
ー
プ
の「
国
民
の

生
活
が
第
一
」路
線
と
が
分
裂

含
み
で
推
移
す
る
こ
と
は
避

け
ら
れ
な
い
。菅
グ
ル
ー
プ
は

自
民
党
を
含
め
た
保
守
大
連

立
に
走
る
可
能
性
が
高
い
。 

せ
っ
か
く
の
政
権
交
代
が

１
年
も
経
た
ず
に
台
無
し
に

さ
れ
た
が
、再
び
自
民
党
政
治

に
戻
る
訳
に
も
い
か
な
い
。ま

た
、既
に
自
民
党
に
そ
れ
だ
け

の
基
盤
は
な
い
。
我
々
庶
民

は
、混
迷
す
る
政
治
再
編
の
中

で
、国
民
の
切
望
す
る
政
治
状

況
を
切
り
開
く
し
か
な
い
。 

 

豊岡、三島新市長誕生！ 
税収減、少子高齢化、中心市街地活性化など課題山積 

主
張 

 

基
本
方
針 

①
健
康
・
福
祉
、

②
安
全
な
暮
ら

し
③
活
力
あ
る

産
業
④
都
市
機

能
の
整
備
⑤
環

境
保
全
⑥
学
び

と
文
化
を
は
ぐ

く
む
⑦
自
治
シ

ス
テ
ム
の
充
実

等
、
７
つ
の
基
本

方
針
を
定
め
て

い
る
。 

今
回
の
市
長
選
結
果
は
、 

 

豊
岡
武
士 

２
３
２
５
２ 

 

遠
藤
行
洋 

１
６
２
９
５ 

 
前
田
磨   

８
９
２
１ 
前
回
平
成
18
年
の
結
果
は
、 

 

小
池
正
臣 
２
５
０
４
１ 

 

豊
岡
武
士 
２
３
３
８
０ 

豊
岡
氏
の
今
回
の
得
票
数
は

前
回
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
。 

投
票
率
は
54
・
10
％
（
前

回
54
・
35
％
）
。
明
確
な
争

点
が
な
か
っ
た
た
め
に
有
権

者
の
関
心
は
低
調
で
、
過
去

最
低
だ
っ
た
97
年
の
48
・

38
％
に
次
い
で
２
番
目
に

低
い
も
の
に
な
っ
た
。 

 

３
度
目
の
挑
戦
で
や
っ
と

市
長
の
座
を
し
と
め
た
豊
岡 

 

ま
た
、
空
港
問
題
に
対
す

る
県
議
時
代
の
姿
勢
を
見
れ

ば
、
大
勢
に
流
さ
れ
る
傾
向

は
否
め
な
い
。
政
策
に
掲
げ

る
「
行
政
組
織
・
行
財
政
改

革
」
の
中
身
が
ど
ん
な
も
の

に
な
る
の
か
？
人
員
削
減
、

臨
時
職
の
増
員
を
考
え
て
い

る
な
ら
問
題
だ
。
こ
れ
か
ら

の
市
政
運
営
に
目
が
離
せ
な

く
な
る
。 

 

氏
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
市
政

運
営
を
行
う
の
か
、
税
収
減
、

少
子
高
齢
化
、
増
大
す
る
福

祉
予
算
、
中
心
市
街
地
活
性

化
、
駅
南
口
再
開
発
事
業
等
、

課
題
は
山
積
し
て
い
る
。 

 

就
任
の
挨
拶
で
は
、「
子
育

て
」
、「災
害
に
強
い
安
全
な
ま

ち
」
、「三
島
を
よ
り
三
島
ら
し

く
」
、「ス
ポ
ー
ツ
振
興
や
健
康

増
進
の
環
境
整
備
」
、「財
政
健

全
化
」等
の
５
つ
の
実
行
プ
ラ

ン
を
掲
げ
、
事
業
仕
分
け
の

導
入
や
、
市
民
参
画
に
よ
る

ス
リ
ム
な
行
政
組
織
、
行
財

政
改
革
の
徹
底
を
図
る
と
し

て
い
る
。 

選
挙
戦
で
は
合
併
問
題
は

表
に
出
な
か
っ
た
が
、
県
と

の
関
係
や
従
来
の
豊
岡
氏
の

主
張
を
考
え
れ
ば
、
合
併
問

題
は
い
ず
れ
表
に
出
る
こ
と

に
な
る
の
は
必
定
だ
。 

 

軽食＆喫茶（11:30～14:30） 
スナック（１8:00～23:00） 

レインボー 
三島田町駅前 

（昼）定食８００円、珈琲付き 
    レインボーカレー７００円 
焼きそば５００円 

トースト・サラダ・珈琲６００円 

電話：055-972-0005 

フリー・マーケット 
毎月 第１、第３土曜日 
１０：００～１５：００頃まで 
新鮮野菜、干物、 
衣類･･･ｅｔｃ 
低価格で提供、 
価格応談 
徳倉２丁目２－３０ 
連絡先：９８８－１６５１ 

上岩崎公園 
駐車場 

フリーマー 
ケット会場 

市
政
へ
の
批
判
票
も
取
り
込
ん
で

得
票
を
伸
ば
し
た
。
ま
た
、
前
回

は
同
じ
陣
営
に
い
た
前
田
候
補
が

離
反
し
た
も
の
の
、ス
ポ
ー
ツ
団
体

や
連
合
静
岡
の
推
薦
を
得
て
票
を

上
積
み
し
た
。 

④
個
性
や
地
域
力
を
生
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
可
能
と
す

る
。
（
歴
史
、
文
化
、
立
地
条

件
、地
域
資
源
な
ど
の
地
域
力

を
生
か
し
、
「
三
島
ら
し
さ
」

を
創
出
す
る
方
策
を
示
す
）
。 

 

目
指
す
べ
き
将
来
都
市
像 

 

ま
ち
づ
く
り
の
課
題
や
市

民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
と
ら
え
、

安
心
・
安
全
で
住
み
よ
い
地
域

社
会
を
構
築
し
、
活
力
あ
る
豊

か
な
暮
ら
し
を
実
現
す
る
た

め
、
市
民
と
行
政
が
一
体
と
な

っ
て
進
め
る
。 

「
せ
せ
ら
ぎ
と
緑
と
元
気
あ

ふ
れ
る
協
働
の
ま
ち
・
三
島 

～
環
境
と
食
を
大
切
に
～
」 

 

基
本
目
標 

１
．
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

２
．
活
力
あ
る
住
み
や
す
い
ま
ち 

３
．
環
境
を
保
全
し
人
と
文
化
を
育

む
ま
ち 

４
．
協
働
で
進
め
る
自
立
し
た
ま
ち

 

基
本
指
標 

１
．
将
来
人
口 

 

★
れ
、
11
月
議
会
で
承
認
さ

れ
た
。 

自
治
体
の
総
合
計
画
と
は

地
域
づ
く
り
の
最
上
位
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
財
政
計
画
で
、

長
期
展
望
を
も
つ
計
画
的
、効

率
的
な
行
政
運
営
の
指
針
と

な
る
。１
９
６
９
年
の
地
方
自

治
法
改
正
に
よ
り
、総
合
計
画

の
策
定
が
地
方
自
治
体
に
義

務
付
け
ら
れ
た
。 

総
合
計
画
は
、議
会
の
議
決

を
経
て
そ
の
地
域
に
お
け
る

総
合
的
、計
画
的
な
行
政
の
運

営
を
図
る
た
め
の
基
本
構
想

を
定
め
て
い
る
。 

こ
れ
に
即
し
て
実
施
し
す

る
と
さ
れ
、
基
本
構
想
を
受 

    

け
て
、
お
お
む
ね
10
年
間
の

行
政
計
画
を
示
す
基
本
計
画
。

３
年
間
程
度
の
具
体
的
施
策

を
示
す
実
施
計
画
の
３
つ
を

合
わ
せ
て
総
合
計
画
と
い
う
。

そ
こ
に
は
地
域
の
将
来
像
や

な
す
べ
き
施
策
や
体
制
、プ
ロ

グ
ラ
ム
等
が
記
述
さ
れ
る
。 

 

基
本
構
想
に
は
４
つ
の
ね

ら
い
を
策
定
し
て
い
る
。 

①
将
来
都
市
像
を
明
確
に
し

実
現
す
る
た
め
の
施
策
を
体

系
的
に
示
す
。
（
ま
ち
づ
く
り

の
課
題
に
総
合
的
に
対
応
し
、

市
民
と
行
政
が
共
有
す
る
将

来
都
市
像
の
指
針
を
示
す
） 

②
市
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、事
業
者
と

行
政
に
よ
る
協
働
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
と
す
る
。
（
市
民
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
、事
業
者
と
行
政
が
役
割

を
担
っ
て
協
働
し
ま
ち
作
り

の
考
え
を
示
す
） 

③
構
想
の
実
現
を
適
切
に
誘

導
す
る
。
（
施
策
の
大
綱
を
明

確
に
し
、
計
画
・
実
行
・
評
価
・

改
善
の
サ
イ
ク
ル
で
行
政
運

営
を
進
め
る
） 

 

カウンセリング・占術 
お気軽にご相談下さい。 
１件 ５千円（１時間程度） 
出張いたします。 
お電話でのご相談もＯＫ 
メールにてご予約下さい。 
mizuki-makoto@softbank.ne.jp 
（055-971-1124 杉山も可) 
日本占術鑑定士協会会員 
内閣府認定メンタルカウンセラー 
       三月 麻琴 

年
齢
３区
分
別
人
口 

 

右
の
表
の
よ
う
に
、少
子
高

齢
化
が
進
み
年
少
人
口
（
14

歳
以
下
）
生
産
年
齢
（
15
～

64
歳
）
は
減
少
、
老
年
人
口

（
65
歳
以
上
）
は
増
加
を
続

け
る
。
高
齢
化
率
は
平
成
27

年
に
26
.7
％
、
平
成
32
年

に
29
.3
％
に
達
す
る
見
込

み
で
あ
る
。 

 

土
地
利
用 

 

土
地
利
用
に
つ
い
て
は
、各

種
条
件
と
地
域
の
文
化
的
歴

史
的
背
景
を
考
慮
し
、公
共
の

福
祉
を
優
先
し
な
が
ら
、地
域

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
、

長
期
的
な
展
望
の
も
と
に
進

め
る
と
し
、
公
共
施
設
の
用

地
、企
業
誘
致
の
産
業
用
地
の

確
保
、
更
に
、
環
境
の
た
め
の

自
然
地
の
保
全
に
努
め
、土
地

の
有
効
利
用
を
促
進
す
る
。 

 

２
０
１
０
年
で
第
３
次
総

合
計
画
の
終
了
に
伴
い
、
２

０
１
１
年
か
ら
10
年
間
の

三
島
市
の
姿
を
示
し
た
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
し

て
、
第
４
次
三
島
市
総
合
計

画
の
基
本
構
想
が
策
定
さ
★ 

 

第
４
次
三
島
市
総
合
計
画 

基
本
構
想
が
承
認
さ
れ
た
！ 

 

今
回
、
三
回
目
の
挑
戦
で
知
名
度

を
増
し
た
豊
岡
氏
は
、
新
人
初
挑
戦

の
他
の
２
人
の
候
補
に
比
べ
有
利

な
選
挙
戦
を
展
開
し
た
。
特
に
北
上

地
区
で
は
町
内
会
等
を
固
め
、
小
池 

 

 

せきかわ 
病院 

Ｐ 
ＳＥＩＹＵ 

旧国１号線 

創作工房 
ＷＡＲＡＩ 

大岡駅 

きせがわ自
動車学校 ＯＳＡＤＡ 

創作工房WARAI
彫金ｗａｒａｉ 河合隆男 
ＴＥＬ・ＦＡＸ 055-952-0686 
〒410-0022 
 沼津市大岡１１９０－１ 

豊岡新市長 

推
計

に

よ
る
と
、
平

成
27
年
に

は
11
万
２

千
２
０
０

人
、 

平
成
32
年

に
は
11
万

１
０
０
人

と
予
測
さ

れ
て
い
る
。 
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ど
利
用
者
増
加
時
の
待
ち
時
間
の

長
さ
に
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い

た
。

09
年
度
は
計
８
回
の
故
障

が
発
生
し
、
復
旧
に
１
日
以
上
も

か
か
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。 

駐
車
場
は
、
外
の
地
上
駐
車
場

に

26
台
、
地
下
機
械
式
駐
車
場

に
１
０
５
台
の
合
計
１
３
１
台
が

駐
車
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
現

在
、
地
下
機
械
式
駐
車
場
に
入

庫
で
き
な
い
車
高
の
高
い
車

が
増
え
、
ま
た
設
備
の
経
年
劣 

 
政
権
交
代
に
お
け
る
民
主
党
の
公
約

は
無
残
に
も
破
綻
し
た
。
昨
年
、
５
月

28
日
、
鳩
山
政
権
は
日
米
共
同
声
明
を

閣
議
決
定
し
、
沖
縄
米
海
兵
隊
普
天
間

基
地
の
移
設
先
を
辺
野
古
と
し
て
受
け

入
れ
た
。
結
局
、
05
年
自
民
党
政
権
下

で
の
日
米
合
意
に
舞
い
戻
っ
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
社
民
党
は
政
権 

新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
た
。

今
年
は
ど
ん
な
年
に
な
る
の

で
し
ょ
う
。
昨
年
か
ら
世
界
規

模
で
落
ち
込
み
続
け
る
経
済
、

今
迄
に
な
い
世
界
各
地
の
気

候
変
動
、
絶
え
る
事
の
な
い

国
々
の
争
い
等
先
の
見
え
な

い
不
安
な
事
ば
か
り
で
す
。 

特
に
激
し
い
気
候
変
動
は
直

接
人
間
の
生
死
に
関
わ
る
事

で
す
。 

気
象
関
係
者
は
世
界
各
地

で
起
き
た
激
暑
、
極
寒
、大
雨
、

大
風
、
地
球
の
温
度
上
昇
等
は

一
連
に
つ
な
が
る
も
の
で
地

球
温
暖
化
が
原
因
だ
と
い
う

Ａ 

生
活
を
求
め
て
生
活
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
不
用
な
物
を
ゴ

ミ
と
し
て
出
し
て
い
ま
す
。 

地
上
の
人
口
が
増
え
、
よ
り

よ
い
生
活
を
求
め
続
け
る
人

間
は
自
然
を
利
用
す
る
だ
け

で
は
足
り
ず
自
然
を
傷
つ
け

始
め
て
い
ま
す
。
森
の
木
を
切

り
、
山
、
河
、
海
を
汚
し
外
の

生
き
物
に
ま
で
被
害
を
与
え

て
い
ま
す
。
「
地
球
を
守
る
」

等
、
人
間
本
位
の
思
い
上
が
っ

た
考
え
の
生
活
を
変
え
な
い

限
り
、
増
々
地
球
の
温
暖
化
は

進
む
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。 最
近
、
熱
原
料
に
使
っ
て
い

る
石
油
、
石
炭
が
減
っ
て
き
た

の
で
ウ
ラ
ン
を
原
料
と
す
る

Ａ  
 

│ 

メ 

モ 

か 

ら 

│ 
 

イ
マ
ジ
ン
を
低
く
流
し
て
日
ぐ
れ
く
る
十
二
月 

八
日
記
憶
に
刻
み
て 

 

さ
な
が
ら
に
実
践
の
ご
と
迷
彩
服
の
男
ら
何
を 

 

思
い
て
走
る
や 

│  

韓
国
の
軍
事
演
習 

│ 
 

こ
と
さ
ら
に
仮
想
敵
国
つ
く
り
あ
げ
愛
国
心
と 

い
う
を
奮
わ
す 

                          
 

ジ
オ
ッ
ト
の
聖
女
の
貌
し
て
安
藤
の
撓
う
指
さ 

き
祈
り
に
も
似
て 

│  

讃 

安
藤
美
姫  

│ 
 

物
音
は
満
ち
て
夕
ぐ
れ
わ
れ
に
く
る
「
ロ
ー
プ 

シ
ン
遺
稿
詩
集
」
閉
じ
ら
れ
し
ま
ま 

               

浅
野
和
子 

   

efefefefefefegef efefefefefefegef 

原
子
力
発
電
を
使
い
始
め
ま

し
た
。
そ
し
て
原
子
力
発
電
は

世
界
各
国
で
ブ
ー
ム
に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
原
子
力
発
電

の
燃
え
滓
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
か

ら
は
恐
ろ
し
い
放
射
能
を
何

万
年
も
出
し
続
け
て
、
生
き
物

に
放
射
能
の
被
害
を
与
え
続

け
、
事
故
を
起
こ
せ
ば
取
り
返

し
の
付
か
な
い
様
々
な
被
害

を
す
べ
て
の
生
き
物
に
与
え

る
の
で
す
。 

「
砂
上
の
楼
閣
」
で
「
禁
断

の
果
実
」
を
食
べ
始
め
た
始
た

人
間
に
未
来
は
あ
る
の
で
し

ょ
う
か
。
原
子
炉
か
ら
出
る
ゴ

ミ
「
放
射
能
を
出
し
続
け
る
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
」
は
地
球
の
最
悪

の
ゴ
ミ
で
す
。 

 

efefefefefefegef efefefefefefegef 

事
で
す
。
特
に
地
球
の
温
度
上

昇
は
、
数
値
は
小
さ
い
が
今
迄

で
最
高
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

上
昇
が
続
け
ば
私
達
人
間
も

含
め
地
球
に
住
む
生
き
物
が

生
き
続
け
る
事
が
出
来
な
く

な
る
重
大
な
問
題
で
す
。 

 
地
球
の
温
暖
化
の
原
因
を

作
っ
た
の
は
人
間
の
生
き
方

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
人
間

以
外
の
生
き
物
は
地
球
の
自

然
に
馴
染
ん
で
、
物
を
作
ら
ず

そ
の
中
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

頭
が
発
達
し
て
手
を
使
え
る

人
間
は
自
然
を
利
用
し
て

色
々
な
物
を
作
り
よ
り
良
い

A 

土
問
題
、
北
朝
鮮
問
題
等
、
今

ま
で
営
々
と
し
て
築
き
上
げ

て
き
た
日
本
の
外
交
努
力
が

も
ろ
く
も
崩
れ
去
っ
て
し
ま

い
、
無
為
無
策
の
ま
ま
、
ア
メ

リ
カ
に
泣
き
つ
き
、そ
の
軍
事

力
に
依
存
す
る
度
合
い
を
深

め
て
い
る
。 

 

今
、問
わ
れ
て
い
る
の
は
国

内
外
に
お
け
る
日
本
の
基
本

的
姿
勢
で
あ
り
、将
来
を
見
通

し
た
今
後
の
日
本
の
在
り
方

で
あ
る
。 

 

多
く
の
国
民
は
菅
政
権
の

迷
走
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
付

け
ら
れ
、
こ
の
先
、
真
近
に
迫

っ
た
大
き
な
政
治
・
政
界
再
編

と
、
外
交
、
防
衛
問
題
等
、
日

本
の
行
く
末
に
つ
い
て
真
剣

に
悩
み
始
め
て
い
る
。 

 

東
ア
ジ
ア
で
の
緊
張
が
高

ま
る
に
つ
け
、排
外
主
義
的
勢

力
の
台
頭
と
軍
事
優
先
の
風

潮
が
煽
ら
れ
て
い
る
。戦
争
は

始
ま
っ
た
ら
な
か
な
か
止
め

ら
れ
な
い
。戦
争
に
至
る
前
の

外
交
努
力
こ
そ
重
要
だ
。 

 

日
本
の
よ
う
な
小
国
が
戦

争
を
始
め
れ
ば
、国
土
は
た
ち 

efefefefefefegef efefefefefefegef 

が
衰
え
る
よ
う
な
気
が
す

る
。
あ
る
事
柄
に
つ
い
て
思

い
出
そ
う
と
し
て
も
な
か
な

か
思
い
出
せ
な
い
。
本
を
読

ん
で
も
中
身
を
す
ぐ
忘
れ
て

し
ま
う
。
こ
れ
で
は
幾
ら
本

を
読
ん
で
も
内
容
が
身
に
つ

か
ず
時
間
の
無
駄
に
な
っ
て

し
ま
う
。
誰
で
も
何
と
か
し

て
記
憶
力
を
回
復
し
た
い
と

願
う
こ
と
だ
。 

物
の
本
に
よ
る
と
、
脳
内

の
神
経
細
胞
は
大
よ
そ
１
０

０
０
億
個
、
神
経
回
路
の
接

点
（
シ
ナ
プ
ス
）
は
更
に
１

０
０
０
兆
個
も
あ
る
。
想
像 

 

も
出
来
な
い
ほ
ど
の
数
だ

が
、
毎
日
、
数
万
、
数
十
万

単
位
で
脳
細
胞
は
死
に
続
け

て
い
る
と
い
う
。
従
来
、
神

経
細
胞
に
は
増
殖
能
力
が
な

い
と
い
わ
れ
て
い
た
。
歳
を

取
る
ご
と
に
脳
細
胞
は
死
ん

で
い
き
、
歳
と
共
に
脳
の
働 

   

き
は
衰
え
て
い
く
と
思
わ
れ

て
い
た
。
し
か
し
、
最
近
の

研
究
で
は
、
記
憶
の
中
心

部
・
海
馬
等
の
細
胞
は
増
殖

す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
と
い

う
。
例
え
１
０
０
歳
を
過
ぎ

て
も
脳
を
訓
練
し
鍛
え
れ

ば
、
細
胞
は
増
え
新
し
い

神
！ 

記
憶
力
を
強
く
す
る
に
は 

       

漢
字
練
習
で
記
憶
力
を
増
進
さ
せ
よ
う
！ 

一
昨
年
の
政
権
交
代
に
よ
り
、
従
来
の
日
米
関
係
が
大
幅

に
見
直
さ
れ
る
か
に
見
え
た
。
民
主
党
政
権
は
「
対
等
な
日

米
関
係
」
を
掲
げ
て
選
挙
に
勝
利
し
た
。
ま
た
、
沖
縄
の
普

天
間
米
軍
基
地
移
転
問
題
は
「
最
低
で
も
県
外
」
と
の
約
束

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
国
民
の
期
待
と
は
裏
腹
に
、
元
の
「
日

米
合
意
」
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
先
ど
う
な
る
の
か
？

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
は
石
井
市

長
時
代
に
総
工
事
費

70
億
円
が

投
入
さ
れ
、
１
９
９
７
年
４
月
に

オ
ー
プ
ン
た
。
地
下
機
械
式
駐
車

場
に
つ
い
て
は
、
建
設
の
当
初
、

狭
い
ス
ペ
ー
ス
に
よ
り
多
く
の
駐

車
が
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
建
設

さ
れ
た
が
、
当
初
よ
り
色
々
問
題

が
あ
っ
た
。 

こ
の
駐
車
場
は
セ
ン
タ
ー

開
設
当
初
か
ら
、
１
台
約
３

分
か
か
る
入
出
庫
や
、
週
末
な 

ま
ち
廃
墟
と
化
し
て
し
ま
う
。 

軍
事
優
先
の
考
え
に
走
れ
ば
、

た
ち
ま
ち
核
武
装
の
考
え
に

行
き
着
い
て
し
ま
う
。 

天
木
直
人
氏
は
日
米
軍
事

同
盟
を
解
消
し
、
憲
法
９
条
外

交
と
専
守
防
衛
の
自
衛
隊
、
東

ア
ジ
ア
の
集
団
安
全
保
障
体

制
の
確
立
を
訴
え
、
日
本
の
独

自
の
あ
り
方
を
提
起
す
る
。 

天
木
氏
は
元
外
交
官
、
２
０

０
１
年
２
月
か
ら
駐
レ
バ
ノ

ン
日
本
国
特
命
全
権
大
使
で

活
躍
し
た
が
、
２
０
０
３
年
８

月
、
小
泉
首
相
の
ア
メ
リ
カ
の

イ
ラ
ク
戦
争
追
随
を
批
判
し

て
外
務
省
を
解
雇
さ
れ
た
。 

今
で
こ
そ
イ
ラ
ク
戦
争
は

ブ
ッ
シ
ュ
政
権
が
仕
掛
け
た

根
拠
の
な
い
戦
争
、
イ
ラ
ク
の

石
油
を
狙
っ
た
戦
争
と
受
け

止
め
ら
れ
て
い
る
が
、
当
時
、

外
交
官
の
立
場
で
小
泉
政
権

を
正
面
か
ら
批
判
す
る
こ
と

は
大
変
な
こ
と
だ
っ
た
。 

そ
の
天
木
直
人
氏
を
迎
え

て
、
下
記
内
容
の
講
演
会
を
実

施
し
ま
す
。
多
数
の
参
加
を
心

か
ら
訴
え
ま
す
。 

植
栽
と
屋
外
の
平
面
駐
車
ス

ペ
ー
ス
を
活
用
し
、
２
階
建

て
３
層
構
造
の
自
走
式
立
体

駐
車
場
を
新
設
す
る
。 

収
容
数
は
１
１
６
台
。
現

状
の
１
３
１
台
。
現
状
の
地

下
機
械
式
１
０
５
台
、
屋
外

平
面
26
台
に
比
べ
総
駐
車

台
数
は
15
台
減
る
。 

市
は
・
自
走
式
に
よ
る
利

便
性
向
上
・
待
ち
時
間
の
短 

 

縮
・
駐
車
場
運
営
維
持
費
の

軽
減
等
を
利
点
に
挙
げ
て
市

民
の
理
解
を
求
め
る
。 

地
上
立
体
駐
車
場
に
す
る

こ
と
で
、
年
間
２
５
０
０
万

円
の
経
費
が
節
減
で
き
る
。 

今
ま
で
の
地
下
に
あ
る
機

械
式
駐
車
場
は
閉
鎖
し
、
機

械
部
分
を
取
り
除
い
た
後
は

倉
庫
代
わ
り
に
転
用
す
る
こ

と
を
検
討
し
て
い
る
。 

 

化
が
進
み
、
故
障
が
相
次
ぐ
た

め
、
地
下
駐
車
場
の
見
直
し
が

求
め
ら
れ
て
い
た
。 

 

市
で
は
庁
内
に
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
駐
車
場
対
策
検
討

特
別
部
会
を
設
置
し
平
成
22

年
２
月
か
ら
検
討
を
開
始
し

て
い
た
。 

09
年
に
は
年
間
２
５
０

０
万
円
も
故
障
の
修
繕
費
が

か
か
っ
て
い
る
。
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
全
体
の
管
理
は
民

間
委
託
し
て
お
り
、
人
件
費

や
保
守
点
検
費
、
修
繕
費
等

を
含
め
る
と
年
間
約
２
５
０

０
万
円
の
経
費
が
掛
か
る
。

こ
こ
数
年
、
駐
車
場
全
体
の

年
間
利
用
台
数
は
10
万
台

を
越
え
て
い
る
。 

 

検
討
の
結
果
、
玄
関
前
の 

 

原
発
は
い
ら
な
い
（
24
） 

「地
球
最
悪
の
ゴ
ミ
」( み
し
ま
原
発
を
学
ぶ
会 

efefefefefefegef efefefefefefegef 

さらば日米同盟！ 
天木直人 元レバノン大使が語る「日米同盟」の実態 

 みしま・源氏物語を読む会 
と  き： 毎月第１・３月曜日（月２回）  
午前 10 時 15分～１１時 45分       
 ところ： 三島商工会議所・会議室 
 内 容：『源氏物語』 使用テキスト・角川文庫    
 会 費： 月 2000円 （テキスト・資料代･講師料等含む）

＊使用テキスト等は会で用意します。 

問い合わせ： 『源氏物語を読む会』 055－972-4953  

か
ら
離
脱
し
、
鳩
山
政
権
は
「
政
治
と

金
の
問
題
」
も
含
め
て
政
権
の
座
を
投

げ
出
し
た
。
後
を
継
い
だ
菅
政
権
は
鳩

山
政
権
以
上
に
対
米
従
属
の
姿
勢
に
軸

足
を
移
し
た
。 

そ
の
一
方
で
、
尖
閣
諸
島
で
の
中
国

漁
船
拿
捕
事
件
と
そ
の
後
の
処
理
や
対

中
国
と
の
軋
轢
、
ロ
シ
ア
と
の
北
方
領

必
要
だ
と
の
こ
と
。
従
っ
て
、

記
憶
力
を
高
め
る
に
は
、
神
経

回
路
の
電
流
の
通
り
を
高
め

る
神
経
伝
達
物
質（
ア
セ
チ
ル

コ
リ
ン
）
の
分
泌
を
促
進
す
る

こ
と
が
必
要
。
脳
を
刺
激
し
た

り
、
感
動
や
興
奮
す
る
と
、
ア

セ
チ
ル
コ
リ
ン
が
分
泌
さ
れ

や
す
く
な
る
と
い
う
。 

 

記
憶
の
働
き
の
中
心
部
分

は
海
馬
と
よ
ば
れ
る
所
で
、
脳

の
中
心
部
に
あ
る
。
海
馬
が
傷

つ
く
と
記
憶
が
失
わ
れ
る
。
海

馬
に
留
ま
る
記
憶
は
、
30
秒

か
ら
数
分
程
度
の
短
期
記
憶

や
せ
い
ぜ
い
１
ヶ
月
程
度
の

記
憶
で
、
海
馬
は
取
り
込
ん
だ

記
憶
の
要
・
不
要
を
振
り
分
け

情
報
整
理
を
行
っ
た
後
、
側
頭 

 

☆☆☆少年の日のロマン☆☆☆ 
子供に帰って楽しもう。 
中高年のエクササイズにも最適！
空中ゴマ同好会にどうぞ 

練習日：毎月第２土曜午前１０時半から
清水町柿田川公園内 
☆練習用のコマは会で用意します。 
参加無料 
連絡先：972－4953（高月） 

葉
等
の
部
位
に
長
期
記
憶
と

し
て
保
存
す
る
。
側
頭
葉
を
電

気
刺
激
す
る
と
、
忘
れ
た
子
供

の
頃
の
記
憶
が
鮮
明
に
蘇
っ

た
報
告
が
多
数
あ
る
。 

記
憶
は
失
敗
と
繰
り
返
し

に
よ
り
形
成
さ
れ
、
努
力
と
根

気
が
欠
か
せ
な
い
。
記
憶
力
は

個
人
差
が
あ
る
が
、
一
般
の
人

で
は
そ
ん
な
に
違
い
は
な
い
。

訓
練
と
努
力
に
よ
り
記
憶
力

は
相
乗
的
に
増
し
て
い
く
。 

天
才
的
記
憶
力
も
努
力
と

訓
練
に
よ
り
造
ら
れ
る
。
新
し

い
記
憶
に
よ
り
、
新
し
い
神
経

回
路
が
次
々
に
形
成
さ
れ
る

と
、
記
憶
（
神
経
回
路
）
の
相

乗
作
用
に
よ
り
、
飛
躍
的
に
記

憶
力
が
高
ま
っ
て
い
く
。 

 

 

ふ
る 

し
な 

か
お 

【映画】アンダンテ 
～稲の旋律～ 

食と農と大地、そして人間再生の物語！ 
１月２１（金）沼津市民文化センター小ホール 
 午後２時～、午後６時３０分～ 

１月２２日（土）三島市民文化会館 小ホール 
 午前１０時３０分～、午後２時～ 

前売券 一般 1000 円（当日 1500円） 
学生 800 円 

主催：映画「アンダンテ～稲の旋律～」  
   沼津・三島上映実行委員会 
お問合せ：新日本婦人の会三島支部 
       TEL&FAX 972-4413 
後援：沼津市教育委員会／三島市教育委員会  
JAなんすん／JA三島函南 
静岡新聞・静岡放送 

 

60
歳
を
過

ぎ
る
と
だ
ん
だ

ん
と
記
憶
力
が

神
経
回
路
が
作
ら
れ
、
記
憶
は

強
化
さ
れ
る
。
歳
の
せ
い
で
記

憶
力
が
落
ち
た
と
い
う
の
は

本
当
で
は
な
く
、
記
憶
す
る
努

力
が
失
わ
れ
た
だ
け
だ
と
い

う
。
脳
は
新
し
い
刺
激
や
感
動

に
接
す
れ
ば
働
き
は
活
性
化

さ
れ
、
記
憶
力
は
増
加
す
る
と 

   

の
こ
と
だ
。 

最
近
の
脳
科
学
で
は
、
記
憶

と
は
、
脳
の
神
経
回
路
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
、
新
し
い
神
経
回

路
が
作
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り

記
憶
は
出
来
、
新
し
い
神
経
回

路
が
で
き
る
に
は
、
神
経
細
胞

に
一
定
以
上
の
電
気
刺
激
が

Ａ 

三
島
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

自
走
式
立
体
駐
車
場
新
設
へ 

劇団 NLT    伊豆市民劇場 

「嫁も姑も皆幽霊」 
老舗の和菓子屋の若旦那は、恋愛小説家で家 
業は職人にまかせっきり。20歳近く若い娘と
再婚し、新婚気分満喫中だ。そこへ先妻の幽 
霊が現れた。 
作・演出：池田政之 
出演：田村亮／音無美紀子／川端槙二ほか 

■開催日：2011 年 2月 7日（月） 

■時間：開演 18：30 
■会場：三島市民文化会館大ホール 
料金：会費制・入会金 2,000円 
会費 3,000 円／学生 1,300円 
TEL：055-975-5455 

FAX：055-981-342 

三島自然を守る会 学習会のご案内 
１月１５日（土）午後１時半より 
三島市民学習センター（タワービル４階） 
            第１-２会議室にて 

内容：柿田川の自然ＤＶＤ鑑賞会 
 
３月２７日（日）午後１時半より 
生涯学習センター5 階 第 1、第2、第 4 研修室 
  （4 室を繋げて一部屋にする） 

ミシマサイコ学習会 
 三島自然を守る会 988-1926 

天木 直人氏 

生涯学習センター屋外駐車場 

天木直人 元レバノン大使が語る「日米同盟」の実態 

講演：さらば日米同盟！
天木直人著「さらば日米同盟！」（講談社） 

１５００円を１３００円で販売しております。 

ご希望の方は下記連絡先までお願いします。 

日時：３月５日（土）午後１時半開場、２時開演 
会場：三島市民生涯学習センター３階講義室 
資料代：５００円 
主催：天木直人講演会実行委員会 
連絡：080-1590-2751（土屋利絵） 

055-988-1926 or 090-5009-3640（堀） 


